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( J_l ! ;,ij, ；＇／；ミ；＿ l"J I iう＇ Ii , ↑；， -; 什ず L、
心。；江1怒1「I「l七：1:1＞己fをとi’υjじ1 I; ,"~ )>~ J；ι 
町J, ・[mJ c『り：林』：b二卜 frh jJ lリβリ：1），ヘ
〔I士2) Hal刈b, 1., The Agん 1rim1 System of 
λfughal India, London, Asia T'u：〕Iishing I lou只e.
1'1り3,P-l l 
C主；t〕 Ibid.,P-112. 




（注6) Mill, J., Elements of Political Economy, 
London, l lenry c; Bohn, 1844, p. 248. 
〈注 7) Stokes, E., The English Utilitarians 
and Indi・a,Oxfor,l、ClarendonPr出 s,1959, p. 110 
Ci主8) Mill, of,. cit., p. 255. 
Ci主9) Stokes, op. cit., pp. 99-100. 
(i主10) Report on the Revised Settlement of 







































































救済事業であ J Pたとし、う説は、／J：，、 ・Jif):Jおとしご十：上
1［しくないc 確かに飢官1/iWJjilli羽のdli枇 )l];,j(路 ft作
（， れたが‘ もしこれが主打1'.Jでふ〆】たと {r;)t－宇;j,




























" ' lノ均一； ;c_,


























1 l) 19/:20 fまでに J 山、二；t防御l河川水路の 1エ－
－／］ 」当：1iWi伐コスト i土、保市的肘7}(¥1%日＞5 1丸小
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342,736 (8,Ji 29,454 
10,583 l7KI 3:<-l 
32.4 86,(J 
454,285 (84) 48,743 
13,945 (86) 307 
32.6 158.K 
5K3,507 i7吋l111,25() 
18,080 (87) 680 
32.:1 - 163.6 
、一一一、＿＿＿＿＿...，
224,420 (99. 7) 
10,456 （叫'l.4)
21.5 -
291,548 (98. 7) 3,933 1. 3) 




































































































































































































































































































































































（出所〕 Statistics of B門 ＇tish Ind叫 Calcutta,1922, Rψart of the Indian Irrigation C市ommission,1903, 
Paustian, P. W., Canal Irrigation in the Punjab司 NewYork, Columbia Univ. Pre宮町 1930より算出。
Ci主） ＊このテーターは i汁oductivecanalと：＇＼ on-producti,・eに分t十人れていて，小規模事業がこの中に合まれ






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ただし βz便益， C＝費用， GR＝粗収入， T＝償却年数（＝50),0＝維持管理費
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!i'（似 1ノド；三 :tユlナ之、二U1臼市H!;c'，ぺ；にと 1J!'.l!:J
下： I）ー・ド－－1---7庁jl)(j，／＇；による irt申HIEの
人仙状況 (lリlG) （単位．工－｝J 、）



















j 1止皇型的支配階肘 (Ileredit江rylanded 
gentry) 
口店］ -}(~t~cTJJJJ':J:if~ 
Ii J.', f'1宵 j ，~木本 lDeprc目白｜じ］ aoS I 
7_ 人1；中;fUJilJ戎のtU(




:l: j血 f「：：I_ must> 
ロイ：言（ ＼（.＿、apitalisf: コ0,473
-1 － γ ン（Yeoman） 、JS,630
ノj、 L"!o(Peasant) :l-1. 998 
tドWJi,f,t'i ;', ,I-(l¥1ilitary 1;rantee, 8,261、
a) ! ，•二（'.l,820)
1:J 小 t (2,,19l) 
l'j そ，_I) i也 11,<(i:1)
Cf: (/) 1~ \ (,• i,I 2:{.7]1i》
aJ 宗教関係者合Jazhalホ） (10,:190) 
h) 五 -,':, j也 I （持，7自；）
c）科目ljf十J-(L印式e(JJ1 SJ胞は1terrn¥1 (2,498) 





























(li',Jリi) N,・J’ort 刊I [/,r （噂りJ仰ni之ati刊ノ2 of th《， Go 






















入行t'（地でホさて上主、 ι，ti，じた月実が行tc;l〕hjこが， お：H 競売J也これは第 2；こすさ，nこ点と同様，L、る、tl:J, : 0 
J)購入者ーも司生産が軌道tこ来るまで十分な資金的J三に示さ jしらように弓 l』止イふけ zt'I己1えペヲ実i完治iこ協






(i，二］） 本尚て＇ IiL、乙「」｜市Jj},Jこいう概念it, k 
: iづflit-Jうjl f人 c' -(i -/.: ＇.、：， 1＇｛；ιIYJ:: i:l，中、る
Y不：，1[j lこ｜対 Iらf!l、L,tl，占か主として LJ、，ヂし〆；y自i'.，こ
竺｜ ：供3口出ハι官＂＼J;:i＼「コiJ），~主主主 :YJri'J ＇ご rj 九、う 1 ＇；況を
仏！ 日、ι。二二： U I地 lr、行内山分円r：，；在瓶入：J








十J占（；－ も炎、i「：；＇.， ': .'i.'! ,j lらが、 「＿；， I J b：；」をilT坊と
い；月IJ'ら;c,:;_,;s:1二， i{-¥ .'-・:,; 1・ 休 lI 1:'J:le lnJ 性を外fこJム
,[rl待JL、ぅ q :1而怖を＂－＇＇介＇： I_ ：続的問 J分配か r'J
、！ '1 LろJ）！こ丸JL , ri P; .二；主け心分f'j日i 1, Jるi,
｛，而！ごさて、！立／[ Iマ、 と
（了i一コ1 Repρrtο刀 theReて，・ise正fSettlem，ヘntof the 
k可んahJうII/' Di可tri，、t司Punjal〕， I自Gら， P-10β 














λand Sysfrms of British India, Oxford, ]8(J2, p 
64:1, Barth, F., Political Leαde1怖か amongSwat 
Pathans, London, Athlone Press, 1959, pp. 64-70を
参照されt・いη
Ci主4) r ,・ プと［土 2, r：；に vlさま il t ;11:，ζ＇ Ji 
L，ハンノ＼・ ではチャー ・ 1＞アープ（Cl：尽jlo・ 
ab；ジェーラム；i:j／二千ーアーブ(1ftご（土さまれたi也JiO,
レ千戸ナ・ l7 - 7 (Rechna Doab；千工ブーブi1／と
ヲヴィー：lj: ま 1L t~ J，ζ上u.ノ：リー・ I・. 7 
(Bari Doali; ’＇l 1 -・ i"l，サ iしジーヒア、】r＇二上
さまれたj也九＼，）ん if［~であ叫。
(il: 5〕 f：とえば， Gustafson,W. E. and R B. 
Reidinger，“ Deliveryア。fCanal Water in North 




L, liH委（／｝似た毛 無形使主主＼inta日記iblebenefit 1ペロ1上




が謹滅工）ii.;ji;f ！.ていた二，＇： , ＇也， l）一つ；J:. '. I j ,~ .I也当




1院f主術） I・ [Jl Ji＇しえす廷litJ白1二っている lj也t＇・＇う
J~：味で用、 ; L る。
（注 9) 古lj者は“landrevenue due to irrigation，” 
後者は“enhancedrevenue，＇’と呼ばれていた。
（注10) ここでは石JI：￥：＼：必＇・J主術の先導ヶj九日＇Jiし
ている。こ i 点；こ隠してい Ishikawa, S., J,,'ni110111ic 
Dどvelopmentin A . ,ian 1並行ρective(Kinokuniya, 
Tokyo, 1967), pp. 84 94を参照。濯I既技術を先発的で
あるとして，その他の技術（機械技術， 2ト‘物学的，ゴ
化学的於i礼 状j音WJl！！技科、flt.; t農法）をヲ，t・,・,:,';I：乾
燥地域決：tυ 「後発的j~ HU tして表現～ γ
UU1) Report on the C，フIonizationof the Cο 
vernment Waste Land, F. R. Young, Colonization 
Officer, Chenab Canal, 1897‘p. 10, 
（注12) 付併の経済は1itl己！それに社三・が1什r'（；サ
ービスを f；｛か、する，JI:段上己， : L "j!I I>Hてし • ・' 0 九十c/i村
26 
ずんこのJ県木パ ：＜ ，壬踏襲した；C /,r iこ＊農民のへ＼1:
も必裂であった。このために 1村25～50エーカーのt
j也市：， これ lj非重量民（通常設下層民〉の入植を！足す手
段 1二～て，tiJり、一＂； .¥ i／。ただし；ーと IJべきことい．
If ：＂にの分配され a i!cは極端仁 •J；－ふーそれの よ
I,. きないよ、）司＇＇.ト l、れていf二二 L Lある。
〔／1:13) Reρart on the Colonization of Govern“ 
ment lV aste Land, 1897, pp. 20 23に入航者 ~5J1Jの
いJ nくti'/か
I, 14) Cohn, S. S.，“ Struct山 乱l Changes rn 
Indian Rural Society,'' in Frykenl:erg, R E. ed., 
Land Control and Social Structure in lndi削
History Madison, Univ. of Wisconsin Press, 1969, 
pp. 7::-77. 
, 115) 
(l) チ，.・） ーブ（RakkBranch）入植地（3) F・パリ←・ドアーブ
一 入制地
｜ 競売価桁 ｜市場平均価倍 ！お→売価格｜市場付」
ノレピー ノレピー I ｜何 桁
］同U 4: 4 65.6 Jレピーl Jlヒ
l対lドj l、；4.0 81.0 1'11 . 275.8 I 1拘）（）
J!•:!(I j 7ソ：u1 345.o 191日. 130.o I 21 hυ 
一 ll]り 179.0I 27.1 
ニ7＇／入植地 E17 229,0 I 2S~. (I 
一一 1918 I 294 8 I 184.0 
競光悩情 ｜市場平均価悩 1919 I 493.o I 21s.o 
一｜ 1920 I 593.0 I 345.o 
j ノレピー｜ ノレピー 1921 I 303.0 I 沼50 
1896 I 50.5 I 78.0 I 
lリI:, I 21i1i. : I 85.0 
, 'I 'Ii , Paustian，ゆ 1i/., Agricultur;il Statistics of tlw 
lu 1j:ib, 1937よれ：＇1よ
阻土 地私 有権 の「 市場 」的 分配
土 地 市 場 の 発 生 と マ ニ ー ・ レ ン ダ ー




























































さて第 1I吋のグラフI1）は，延滞（負札勺） ， ~If訟の
前に，私的地代の発生による土地の商M1f1Uifu'l:,
I /H所） Thorl〕urn‘S.S., Al11salmans and入low’J
Lenders 1 thl' l'unjab, Lon〔l川、 WilliamBloclγ 
wood and Sons, 1886; Barrier, N. G., The Pun幽
jab Alienation of Land Bill of 1900, Duke Uni• 
versity Press‘1965より算出作成n





































































































渡って I，、らことが明白にな J ，た。この桔果，ノ：ン
ジヤ｝ブは政治的，経済的危機に直面している。
1975080031.TIF
ケI:0, I)<: ,i. J也，［，日；， '[1.l，：と Irer,「J












































l <t()i lO：.＇～ 1905.刀打
l '.!l)1i, 07～1910./11 
1リl1 /1＇.～ l リ15/1品
l l¥11,IJ 7～1920/21 
I （む1／コ～192512Gi 



























〔il',?Ji) 1866 18リ;i: Bari icr、np.正it., ・¥ ppernhx, 
I、10:1よI]i':1,'Jし
!R:lり：1,19:i1/:is , lg，・indt11r,d








h ーム・c,6. ,l；マド）年平:l:J上九iよさ：示して L 、ふ。；~~ソニーレンヲ一円影響をこうむ J ・' ！切におし、三，
:¥I主jl土j，司じ方法で1900年をJ左s:j主FとLf二｝也価，たことは否定でさなヤが， 1，司Hおこ長代のrtiJ勢参JI,
tひ、j山手はわ則：き主足立 Vームで示したれ川でかを無視すふことはでさないυ 店；）特に1880'.f代，





異なるのでj!'iJ妾の比i絞はでき！.（ ~、 ））二，日（）（） if.以 iえ
でも207）コ二一カ－11iHをの土地移動が行なわれてL、
Jd立1900年以前と以後にじける
1二1, ぃ~／ ・¥i:午t乙わゐペ寸でにi主Jζたよう1：日ん、 、i二、
J削L；υ）＇.；分 Lハl、ぞれ以降i上1分の l（：ふフfこr
しに小ーにこ 1、＇....）は実：二｛牧 lf,lされたl山悦ぶ rミー（／）1,J cハ
j也（に水準を反映L l口、 ζJと｛k)i:すると， j山悦cl)'.;
11(1n年目、降－！ ;'", Jが地代となる。そのi也｛＼：；がj也
i!li：ニ見，｝－，－cいるか2.i山台民討したのふ＿：，－弓つl3!








こjl. ；二上 rふと‘ .it~ i》 1',;jか,'JI竹郎l収益率であら「十、fこjI, 1い、；JJ；王｛t:.t:{r,i;f1lでかり．J：カγCきとみ f
たLりふ］l() l ~い•，： l.1),j ＇ルーL その i支下｜；午糾をどと｝），u l-i土；＇：＿・（I）亡〔，1!iづ）＇,'L,iEぞきfこ,i,(tで；.ticL、点二


























午平j’-J]'if/JI；｛＇.ご 6 .43 ;~ 
PL~ illili1 ,til島l11ifa)
P1ユ j、交1踊1:',
( ）コ t1/. 
一－一一一一ーーーー－-－－ーーーーー ーー－ － 一
1870 1880 1890 1900 
（出所〉 . 1gric11ltural Statistics of the Punjab, 
Brij Narain. H.i1shty Years of l'unjab Foοd 
l'riιe., /841 ]!)20, Board of Economic Inquiry, 












' (1) LR/P,v 
~ (2) PL/Pw 































，）~河l 1’ンドlこJj:t ;'° u也l!i J,j ' 'I 1ぺよ！i'.f:IJ























I. !1t 業キl 1＇号河
(1）全作物




!21 食 j:J 殺物
(3) :fr 食将校物
:i. i ヱーカー勺り f~"R·字社生rTI
(1）全！乍物
(2）食結穀物
(3) Jド ft ぬ乾物








(/l',1Jr) Blyn，じ， Jlgncu!tunll Tri・nds in I仇 !ta,
1891 1947, Philadelphia, l lniv. of l九旧日只ylvania
I’re訟は ］（川（i;Brij Narain, of>. ,it.: ;¥gnrnlt11r,if 
バtatistic、刊fth,・ l'unjal人 l9:l7の i・ - 'l－ ヒi)1H 
,I・ (log Y二 a＋・めれ









i三；存十＇I；；士保て7こく 7よらことである n ：おけは、収益
JfuHt＇廷の経済 r'l p、1ス γ〆
り〆 γ ー i , J:-:91～ l'.J.l三）
第 4図























r, . 1,(:R /1、i
r, '', J;H /'1 
(;J, 1:収 I、
l' J>l i,IJ 
こj川、二主fL J也｛1¥iの午τドE:JL件＇iプーi上1.'.lゴ？ぃ
である、生産性を上わせる地i1tliの i二片方、線J:2，される














午Ii.生産しり：； Jfの 1と‘相生産主ミんそ ：＇〕（iう）－nJ十i
当をコ ・7, I、と見て差Lうj，、た残り♂） 三1）－の 1:'> 1 ℃ 









I . T 一 一 r




































































年人 I ！耕 j也｜胡地（2)/il「I(3刈）
(1¥ I (21 ! 13) , （エーカ－）＼〔%〉
18同 116,250 i 20,172 : 1,37:, 1.24 ¥ 6.8 
1881 16,9:19 , 23,400 i 1,9so 1.3s r s.a 
1391 i 18.653 126,000 i 3,016 1.39 r 11.6 
190t ・ 19;9.n '21:soo i九001 I :l9 I 21.fi 
19H 19,57片.zR,483 I 1,221. 1.45 :?5.4 
1921 20,685 • 29,336 10,214 1 1.42 I 35.o 
19:l 23,581 ・ 30,675 12,984 1.30 ' 42.3 


















































；η 〆／；u s: '" 
, ，ノ .ilc ／ 「、 l
68.3 





/ / －’ ／／一ー ク戸もごと／／ノ141
r .－－－＂，.プ p J 〆／／／／〆，s.,
；（｜ 
13.川b；ーン／
!S71J ］刷（） 1封切 10001而 -1912「 i雨前一
（出所） 第自表参照3
ti; 8表 パザジャーブにおける小作比率の推移
（年平均的加率） : 1866-1931 
シャーヅ＿＿，，地区（Sl1ahpurDistrict) : 
1866～189ヨ
'.2 ＇；ンゾャーープ： 1889～1907 
'). ペンジャープ 1887 /88～1897/98 
-1 ＿，：：，，－ジヤ ;/: 1901～1931 
日 バジュ日ーンワーラ一地区（Gujran-
W旦laDistrict) 1901～193] 
Ii_ ンヤーヅール地［く ]901～19:31 
7. ムルターン地［イ（MultanDistrict): 
1901～19:H 
〆 パJ ジャーフ： 1889～1907
Cj パンジャープ、： 1892～1902
10. パザ〆ジャ，＿ :f 1902～1918 
1-16 
, 0_90 








nt:Jm〕（1) Shahpur District Gazetteer, 1897_ 
(2) ¥Vils円n,l, Reccent Econo川 icDeτ・rlopments 
in the I'unjab, J 910_ (3) I'11njab Settlement 
;Uanual, 1899; Report of the Land Rec•enue 
λdministration of the I'unjab, 1897 /98，いず
れも RafiqAhmad, The Grou:th of T肘 wrial
Institutions in lV山 tPakistan-A Neτu Appro-
ad,. 19店7より号l用。（4）～（7〕Census of India, 
19。I,Ernφ （白・1 ¥Vilson, nρ cit_ (9〕～（10)Cal-
vert, H_, The lV mlth and lV r(farc of the 







































（出所〉 (1) Shahpur District Ga.zetti:・<T,1897. (:? 






















（注 1) 〆ーリ ／ ？＇による＇： ' J、農がftはから逃I.'
l ムれ’心、Jf由は， 1）ノj、規模句、荷主l所l場， 2)I二越，約七1
による家滋の損失， 3）先見の明のtJ,さ， 4）冠婚葬祭の
' L費に .I:；；，負債t可能にして！、む理由れ‘ 1）マニー
・レン日，， • ，存在， 2)J.産物＇ ' ,:; f1lt格と「 1 レに L
る地佃ir)）尚騰である。彼は本航の主題と異なり，農民
負債ーと｜一地11場と l lxb笠性を1,Ji;ti r Iこ論仁「 liるわfl
ごなく‘ ' iこ地価 i ＼トがf/ Fν のせL 」 L山ると L
う誤った考え方もしているが，パンジャーブの農業川
町に対1界？！くの鋭ト的J祭は現下i・ - i, ／ムおが世1である。
Darling, 九T.,Thi: l'unj.劫 J>，’山，mtin lう・刷，perit＿、l
and Debt, London, Oxford Univ. Pr田 s,1932, Ch-
apter XII，特に pp.233-234. 
（注2) Justice ¥Yest, Th，’ l.,lld and the Laむ l
in lndia, 1872. 
（注3〕 Thornburn, S. S., 1"¥Jusalmans and 
λfoney-Lcnders in the Punjah, London. Willi出n
Blockwood Sons, 1886, pp. 1, 39. 
（注4) 「fント総箇諮問委員去I議事録J,Agri「ul-
tural Indc/,tedness in I河dia-scle,:tions(rn111 O.fe 
rial Documents, Calcutta, 1915, p. 224 より•，I 用。
〔I上5〕 マニー・レンダーがこ1士地，u斗J亡活脱してい
Fこ時期i: i i'r .' iLたは J々は解で， l’ ,;jぷ＇.b.'; ＇生存は，文
J) C'）進歩／）過程で耳、r_r主的に記...：：.0過渡ir'.JJ見匁である
という位置づけをしている。 Gov’tof India, Report 
of the }'amine Commission, Chapter II. ーection
IV, 18RO, pp. 130 1:36 




'!}') u也J>l犠'i'UJをrm:,, rn,i'H・. wi¥uドとして
いV:1ヒ仁たものである。






' / • : .；し f二パンジャー勺；こj，けら ・if!1 f1，架か英領イ
lみ件から見て例外であとJ 小万点 vt ':' f：にl析を Fし
え’L¥ 、。たとえば最初に 7下 トに入フ Tニベ







日点ゐ J ことを意味する 1,.' ・，；あ三。 j,i，すれば土地
Ii旬，＇，·， f111i僚の低い段階で♂•Ull'.H·討し二れが高くな
、亡治・じのゴi也移動とをい引ljJ ；：，必＇.［；，） ノ｜じてくる。
こ，) ；.＇：.；土今後検討してLハd ) ¥)  :)  '・ J’PハO
IV 残された課題
一一一むすびにかえて一一叫
パンジャーブ農業における英領期の分析は，そ
れ以前の時代の農業のみならーにそれ以後，すな
わ九独立後のバキスタン農業を理解する上で重要
である。本稿は，そういう認識に'<I'J ご，パンゾ
ャーブにおける土地市場の膿開過程をテーマとし
て，今まであまり行なわれなかった定量分析を試
みたものである。分析の過程でいくつかの新しい
指摘弘行なったつもりである，♂， 十分議論の尽く
せ1（い所も多かった。
本稿で展開した議論は十分要約的であるから，
ここで操り返す必要はないと思うが，主な論点は，
英領期における濯瓶投資のパンジャープへの集中
と，私的地代の制度的確立と土地市場の生成と展
,r乙i,;lインドにおける上J也・，＂i場ち生成と展開
11，せして土J也私有権の「非市場」的および「市
J設」的分配と地主制の形成であった。この英領期に
おける経験は、現代ノξキスタ〉における農業生産
力の地域集中化を理解する上で重要であり，また
独立後の各政権が最初に着手する土地改革の歴史
的背最を知る上で不可欠である。また1891-1942
f.内約50年間にわたって観察された地価の農業生
産性乞主｜司み上昇率は， 1960年代後半に導入され
ど尚収量品種の普及過程で生起した階層間格差の
同組に和二，，、分析視角を与えるものであるc この
問題に関しては稿を改めるつもりであるが，農業
生産性と地価のこうした関係が現時点まで観察さ
れたとすると，フロータームで測られる階眉間格
差，つまり所得格差よりも，ストックタームで測
られる格差、すなわち富の格差の方が大である，
u、う結論がi浮き出される。との意味は，導入さ
れるt矧ね：L、けに規模に中立的であ.' －ども，また
士山普及が 100%に及んだとしてし，富の格差は
縮小することはないだろう，ということである。
階膳間格差の分析にストック概念を導入する
と，格麓の基準には地代を用いるのが適当である。
ー） :tりj也代を取得する者と地代を支払う者との問
,j)拍土拍（］格：也そして取得する地代の規模に基づ
く相対的格差ボそれである。この基準は，上手にス
ト、、クタームの格差を明示的tこするのみならず，
私的地代部分が所得やコストの一部を形成すると
いうフロータームの関係をも含みうる利点をもっ
ている。いずれにしてもこれらの問題は，現時点
でのみロスセクションデーターを用いて検証しな
ければならないが，本稿では，英領期における土
地市場の分析がら示唆され，発展させるべき今後
のi課題として提示するにとどめたい。
（調査研究部〕
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